
 

 

 
 
 
 

 
 高等部では、11 月６日（月）から 12 月１日（金）の４週間、現場実習、校内実習が行われま

す。ここで、各学年の目標や取組について御紹介します。 

１年生にとっては初めての現場実習です。日頃から、働くための基本的な力（挨拶、返事、報

告、身だしなみなど）を付けることを目標に学習しています。学校生活において実践しているこ

とを現場でも発揮できるよう、実習に取り組みます。また、現場実習を通して成果と課題を確認

し、今後につなげていきます。 

２年生は各自が目標をもって“チャレンジ”し、自分のできること、頑張ればできること、難

しいことを見極め、自己理解を深めていきます。２年生のうちだからこそできるチャレンジがあ

ります。学校では、実習だけでなく、振り返りも大事にしていきます。生徒自身の自己評価と学

校及び現場からの他者評価をすり合わせ、自己理解を深めていきます。そして、進路の方向性を

定めていき、３年生につなげていきます。 

３年生は、あと半年で卒業となりました。高等部の３年間はあっという間だと感じる保護者の

方も多いのではないでしょうか。３年生は“決意と覚悟”の学年です。“卒業後、ここで働くん

だ、ここで生活するんだ”という強い意志をもって現場実習に臨みます。最後まで気を引き締め

て実習できるよう、実習前にしっかりと目標を確認して送り出したいと思います。 

以上、高等部の各学年の取組について紹介しましたが、このことは、小・中学部の段階から積

み上げてきた力の上に成り立つものです。発達段階やキャリアステージに応じて、身辺自立に関

すること、集団生活に関することなど、その時期に取り組んでおくことで力が付いていきます。

逆にその機会を逃すと、後から力を付けることは難しいこともあります。また、家庭だけ、学校

だけの取組ではうまくいきません。子どもたちのために、家庭と学校で同じ方向を向いていけた

らと思います。今後とも学校の教育活動に御理解と御協力をお願いいたします。 
    

 

 

 

今回もたくさんの事業所様から御協力いただきます。実習ができるのが当たり前でなく、感謝

の気持ちをもって実習させていただきます。また、保護者の方もぜひ、事業所に出向いて、感謝

を伝えつつお子様の実習の様子を御覧いただき、その様子を御家庭と学校で共有できたらと思い

ます。訪問できる見通しがありましたら、連絡帳を通して担任にお知らせください。

進路だより 
 

は じ め の 一 歩  
 

新潟県立小出特別支援学校進路指導部 
ＮＯ．111 （令和５年 10 月 25 日） 

（株）栄工舎   （一財）魚沼市立小出病院   （株）ゆのたに   （株）カイセ工業  （株）サカキヤ       

（株）三国東洋  ◎ヤンマーアグリジャパン株式会社  ハローワーク小出  魚沼市立小出郷図書館 

県立小出特別支援学校  魚沼市立宇賀地小学校  ◎魚沼市立伊米ヶ崎保育園  ㈱魚沼わさび苑  

魚沼更生園  やいろの里  なないろ  堀之内工芸  ひろかみ工芸  湯之谷工芸  わかあゆ社     

ワークセンターあんしん   ハーモニー  なごみの家  ひかり工房 

◎は新規実習協力事業所 

＜後期現場実習協力事業所＞ 



当校のホームページを是非、御覧ください。     URL  http://www.koide-tk.nein.ed.jp/ 

お問合せ等がございましたら、進路指導部まで御連絡ください。 

新潟県立小出特別支援学校 進路指導部  TEL ０２５－７９２－５４１２  

６月に行われた現場実習・校内実習について、「実習を通して見られたお子さんの成長」、「保護

者の方が感じたこと」について紹介させていただきます。 

・時刻、曜日を意識していた。いつも以上にきまりの良い生活であった。その中で、いつもしてい  

る手伝いも継続してくれた。 

・校内実習での作業量の記録を見て、想像以上に生産性が高いことに驚いた。 

・実習に対して責任感があり、決められたルールを最後まで守っていた。大変なこともあったと思  

うが、やめたいとか嫌だと言わずに頑張れた。 

・とても忙しいとは言っていたが、嫌だとは一言も言わず、期待に応えようという意欲を感じた。 

・今回初めて一人で通勤できた。 

・始めの予定では言われていなかった仕事も難なくでき、成長を感じた。 

・朝礼に間に合わないことがあり、時間に余裕をもって行動することが大事だと思った。その後、 

自分で早目の行動を心掛けるようになった。 

・将来、事業所までの通勤方法や作業内容が本人が続けていけるかなど、これからよく考えていか 

なければならないと思った。 

・施設や作業の内容等について、本人とよく相談し納得した上で実習先を決定する必要があると 

感じた。 

・家庭での日常生活がきちんと身に付いていないと困ることが多いと改めて感じた。家でいろいろ 

なことをやらせているつもりであったが、「つもり」ではだめなんだと思った。 

・本人にとって安心できる場所だと実習で感じても、空きがなければ利用が難しく、どうすればよ 

いのか・・・ 

 

～御案内～ 

参加希望の方は、10 月 30 日（月）までに、別紙（10 月 18 日配付済）の参加希望書を御提出く
ださい。

 
 
 
 
 

 

 

  

11 月の進路教室 
内 容    進路セミナー/進路教室  

日 時    令和５年 11 月２日(木) 13 時 00 分から 15 時 15 分まで 

会 場    小出特別支援学校 体育館 

概 要    進路セミナーでは、卒業生を招き、現在の仕事や生活の様子をお聞きしま

す｡ また、高等部の現場実習･校内実習に向けて、生徒が実習先や目標発表 

(決意表明)を行います。進路教室では、高等部卒業後の進路決定までの手

続きを話題にして実施を予定しています。 


